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重明
タイプライターテキスト
図2.1　試験体の形状及び寸法(J206)

重明
タイプライターテキスト
図3.1　加力方法及び変位測定位置(J206)



重明
タイプライターテキスト
図2.2　試験体の形状及び寸法(S212)

重明
タイプライターテキスト
図3.2　加力方法及び変位測定位置(S212)



























重明
タイプライターテキスト
図2.1　試験体の形状及び寸法（J654）

重明
タイプライターテキスト
図3.1　加力方法及び変位測定位置（J654）
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タイプライターテキスト
図2.2　試験体の形状及び寸法（J669）
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タイプライターテキスト
図3.2　加力方法及び変位測定位置（J669）
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重明
タイプライターテキスト
図2.3　試験体の形状及び寸法（J682）

重明
タイプライターテキスト
図3.3　加力方法及び変位測定位置（J682）
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重明
タイプライターテキスト
図2.4　試験体の形状及び寸法（J1082、S882、S1282）
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タイプライターテキスト
図3.4　加力方法及び変位測定位置（J1082、S882、S1282）
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重明
タイプライターテキスト
図2.5　試験体の形状及び寸法（S1254）

重明
タイプライターテキスト
図3.5　加力方法及び変位測定位置（S1254）



重明
タイプライターテキスト
図2.6　試験体の形状及び寸法（S882Ｐ）



重明
タイプライターテキスト
図3.6　加力方法及び変位測定位置（S882Ｐ）













































































重明
タイプライターテキスト
図2.1　試験体の形状及び寸法
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重明
タイプライターテキスト
図3.1　加力方法及び変位測定位置（J669C、J1082C)
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重明
タイプライターテキスト
図3.2　加力方法及び変位測定位置（S882C、S1282C)
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第 5 部 添付資料 



























































2. NLT の実大曲げ試験 

2-1. 試験体 

試験体の構成材料には、重量、含水率及び静的曲げ弾性係数を測定したものを用いた。

試験体の詳細は表 2.1 及び表 2.2 に示す。また、試験体素材の物性値を資料_表 5～表 12

に、試験体の構成と素材の割付図を図 2.1～図 2.6 に示す。 
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表 2.1 NLT の実大曲げ試験体の詳細（J669、J1082、S882、S1282） 

項目 仕様詳細 

試験体記号 J669 J1082 S882 S1282 

試験体数 6 体 6 体 6 体 6 体 

NLT   寸法：厚 140×幅

228×全長 

7400mm 

積層数：6 層 

寸法：厚 235×幅

228×全長 

8690mm 

積層数：6 層 

寸法：厚 184×

幅 228 ×全長

8690mm 

積層数：6 層 

寸法：厚 286×

幅 228 ×全長

8690mm 

積層数：6 層 

木材 規格：枠組壁工法

構造用製材及び枠

組壁工法構造用製

材立て継ぎ材の日

本農林規格 

品質：甲種枠組 2

級の乾燥材 

 

 

同左相当材 

規格：平成 12 年

建設省告示第

1452 号に基づ

く枠組壁工法構

造製材 

品質：甲種枠組

2 級の乾燥材 

 

 

同左同様 

樹種群：JSⅡ 

樹種：スギ 

樹種群：JSⅡ 

樹種：スギ 

樹種群：S-P-F 樹種群：S-P-F 

寸法形式：206 寸法形式：210 寸法形式：208 寸法形式：212 

全長：7400mm の

構成 

1、6 層：3700+ 

3700ｍｍ 

2 層：2100+ 

4000+1300mm 

3 層：500+ 

4000+2900ｍｍ 

4 層：2900+ 

4000+500mm 

5 層：1300+ 

4000+2100mm 

全長：8690mm の

構成 

1、6 層：345+ 

4000+4000+ 

345mm 

2 層：2745+ 

4000+1945ｍｍ 

3 層：1145+ 

4000+3545ｍｍ 

4 層：3545+ 

4000+1145ｍｍ 

5 層：1945+ 

4000+2745ｍｍ 

 

 

同左同様 

 

 

同左同様 

接合

方法 

枠組材の接合方法：太目鉄丸釘 CN75@200mm の 2 列打ち 

1 層目を除く奇数層の釘の縁短距離：縁距離 30mm、短距離 50mm 

偶数層の釘の縁短距離：縁距離 30mm、短距離 50mm 

枠組み材長さ方向の継ぎ手：あり（3～5ｍｍのバットジョイント） 
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表 2.2 NLT の実大曲げ試験体の詳細（J682、J654、S1254、S882P） 

項目 仕様詳細 

試験体記号 J682 J654 S1254 S882P 

試験体数 3 体 3 体 3 体 3 体 

NLT   寸法：厚 140×幅

228×全長 

8690mm 

積層数：6 層 

寸法：厚 140×幅

228×全長 

5900mm 

積層数：6 層 

寸法：厚 286×

幅 228 ×全長

5900mm 

積層数：6 層 

寸法：厚 184×

幅 608 ×全長

8690mm 

積層数：16層 

木材 規格：枠組壁工法

構造用製材及び枠

組壁工法構造用製

材立て継ぎ材の日

本農林規格 

品質：甲種枠組 2

級の乾燥材 

 

 

同左同様 

規格：平成 12年

建設省告示第

1452 号に基づ

く枠組壁工法構

造製材 

品質：甲種枠組

2 級の乾燥材 

 

 

同左同様 

樹種群：JSⅡ 

樹種：スギ 

樹種群：JSⅡ 

樹種：スギ 

樹種群：S-P-F 樹種群：S-P-F 

寸法形式：206 寸法形式：206 寸法形式：212 寸法形式：208 

全長：8690mm の

構成 

1、6 層：345+ 

4000+4000+ 

345mm 

2 層：2745+ 

4000+1945ｍｍ 

3 層：1145+ 

4000+3545ｍｍ 

4 層：3545+ 

4000+1145ｍｍ 

5 層：1945+ 

4000+2745ｍｍ 

全長：5900mm の

構成 

1、6 層：2950+ 

2950mm 

2 層：1350+ 

4000+550ｍｍ 

3 層：3750+ 

2150ｍｍ 

4 層：2150+ 

3750ｍｍ 

5 層：550+ 

4000+1350ｍｍ 

 

 

同左同様 

全長：8690mm

の構成 

1、6、11、16 層： 

345+4000+ 

4000+345mm 

2、7、12 層：

2745+4000+ 

1945ｍｍ 

3、8、13 層：

1145+4000+ 

3545ｍｍ 

4、9、14 層：

3545+4000+ 

1145ｍｍ 

5、10、15 層：

1945+4000+ 

2745ｍｍ 

接合

方法 

表 2.1「接合方法」と同様 
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図 2.1 試験体の構成及び試験体素材の割付（J669） 

 

 

図 2.2 試験体の構成及び試験体素材の割付（J1082、S882,S1282） 
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図 2.3 試験体の構成及び試験体素材の割付（J682） 

 

 

図 2.4 試験体の構成及び試験体素材の割付（J654） 
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図 2.5 試験体の構成及び試験体素材の割付（S1254） 
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図 2.6 試験体の構成及び試験体素材の割付（S882P） 
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2-2. 試験方法 

（１）NLT パネルの曲げ試験の概要及び変位計の設置場所を図 2.7～図 2.12 に示す。 

（２）試験は加力方向をNLTの厚さ方向（枠組材の幅方向）とし、3 等分点 4点荷重法

で行った。 

（３）加力は、1000kN 実大強度試験機（SAH-100, (株)前川試験機）を用い、ストローク

変位 10mm/min で最大荷重に達するまで加力を行った。 

（４）絶対変位は、巻込型変位計（＃1～＃12）で測定した。 

試験体下面のスパン中央及び左右 10mm 地点の変位を巻込型変位計（中央：＃

5～＃8、10mm 地点：＃１～＃４）で測定し、平均値をスパン中央変位とし曲げ弾

性係数の算定に供した。また、加力点下部の１層下面の変位を巻込型変位計（＃10

及び＃12）、６層下面（J669、J1082、S882、S1282、J682、J654、S1254）又は 16

層下面（S882P）の変位を巻込型変位計（＃9及び＃11）で測定した。 

（５）相対変位は、変位計（＃13～＃24）で測定した。 

試験体（J669、J1082、S882、S1282、J682、J654、S1254）では、２層上面に変

位計（＃15 及び＃16）を取り付け、スパン中央部左右 25mm 地点における 1 層と

の相対変位を測定した。同様に５層上面に変位計（＃13 及び＃14）を取り付け 6

層との相対変位を測定した。 

また、J669、J1082、S882、S1282 及び J682 では、2 層及び 4 層上面に変位計

（#19、#20、#23、#24）を取り付け、スパン中央部より 800mm 地点のバットジ

ョイント部（BJ部）より左右 25mm 及び 50mm 地点における 3層との相対変位を

測定した。同様に 3 層及び 5層上面に変位計（#17、#18、#21、#22）を取り付け、

4 層との相対変位を測定した。 

S882P については、試験体の２層上面に変位計（＃15 及び＃16）を取り付け、

スパン中央部左右 25mm 地点における 1 層との相対変位を測定した。同様に 15 層

上面に変位計（＃13 及び＃14）を取り付け 16 層との相対変位を測定した。7層及

び 9層上面に変位計（#19、#20、#23、#24）を取り付け、スパン中央部より 800mm

地点のバットジョイント部（BJ部）より左右 25mm 及び 50mm 地点における 8層

との相対変位を測定した。同様に 8 層及び 10 層上面に変位計（#17、#18、#21、

#22）を取り付け、9 層との相対変位を測定した。 
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図 2.7  曲げ試験の概要および変位計配置図（J669） 

 

 

 

 

図 2.8  曲げ試験の概要および変位計配置図（J1082、S882、S1282） 
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図 2.9  曲げ試験の概要および変位計配置図（J682） 

 

 

図 2.10  曲げ試験の概要および変位計配置図（J654） 
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図 2.11  曲げ試験の概要および変位計配置図（S1254） 
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図 2.12  曲げ試験の概要および変位計配置図（S882P） 
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2-3. 曲げ強さ及び曲げ弾性係数の算定

曲げ弾性係数（Eb）は式 2.1、曲げ強度（Fb）は式 2.2 より算定した。

𝐸𝑏 =
23𝛥𝑃𝑙３

108𝑏ℎ3𝛥𝑦
  ・・・・・・・・・・・・・・・・（2.1） 

𝐹𝑏＝𝑃𝑚𝑎𝑥𝑙/𝑏ℎ
2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・（2.2）

ここで、 

l ：スパン(J669：6900mm、J1082、S882、S1282、J682、S882P ：8190mm、J654、

S1254：5400mm) 

b ：試験体の幅(J669、J1082、S882、S1282、J682、J654、S1254：228mm、S882P： 

608mm) 

h ：試験体の厚(J669、J682、J654：140mm、J1082：235mm、S882、S882P：184mm、 

S1282、S1254：286mm) 

ΔP：最大荷重の約 40%の荷重と最大荷重の約 10%の荷重との差 

Δy：最大荷重の約 40%の荷重に対するスパン中央変位と最大荷重の約 10%の荷重に対 

するスパン中央変位（＃1-＃8 の平均値）との差 

Pmax：最大荷重 

2-4. 試験結果

試験結果を表 2.3 及び表 2.4 に、荷重－スパン中央部変位の関係を図 2.13～図 2.20 に、

荷重-加力点部変位の関係を図 2.21～図 2.28 に、荷重 P-バットジョイント(BJ)部相対変位

関係を図 2.29～図 2.60 に示す。また、試験体の破壊状況を写真 2.1～写真 2.8 に示す。 
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表 2.3 試験結果一覧（J669、J1082、S882、S1282） 

 

 

 

試験体名
最大荷重

ｋN

曲げ弾性係数

N/mm2

曲げ強度

N/mm2
破壊状況

J669-1 10.18 5087 15.72

J669-2 11.67 4704 18.02

J669-3 12.85 5973 19.85

J669-4 10.99 5924 16.97

J669-5 13.60 6321 21.01

J669-6 13.59 6528 20.98

J1082-1 22.33 4027 14.53

J1082-2 19.55 4555 12.72

J1082-3 20.85 4550 13.56

J1082-4 22.76 4703 14.80

J1082-5 23.63 4903 15.37

J1082-6 22.57 5185 14.68

S882-1 11.76 5550 12.48

S882-2 18.78 6694 19.93

S882-3 13.78 6138 14.62

S882-4 16.57 6878 17.58

S882-5 18.48 6966 19.60

S882-6 15.30 6453 16.23

S1281-1 29.36 4611 12.89

S1281-2 26.70 4152 11.72

S1281-3 26.14 4501 11.48

S1281-4 23.86 4557 10.48

S1281-5 32.93 4714 14.46

S1281-6 31.57 5113 13.86 ・最外層釘の引き抜け

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断及び

　釘の引き抜け
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表 2.4 試験結果一覧（J682、J654、S1254、S882P） 

 

 

試験体名
最大荷重

ｋN

曲げ弾性係数

N/mm2

曲げ強度

N/mm2
破壊状況

J682-1 13.23 6980 24.24

J682-2 10.68 6902 19.56

J682-3 11.14 6345 20.41

J654-1 16.73 5809 20.22

J654-2 15.44 5435 18.66

J654-3 13.15 5497 15.90

S1254-1 42.59 5308 12.33

S1252-2 44.81 4828 12.98

S1254-3 55.11 4950 15.96 ・曲げ破壊、最外層釘の引き抜け

S882P-1 48.42 8373 19.39

S882P-2 51.83 6919 20.76

S882P-3 35.15 6268 14.08
・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊

・曲げ破壊

・最外層釘接合部のせん断破壊

・曲げ破壊
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図 2.13 荷重 P-スパン中央部変位δc 関係（J699-1～6） 
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図 2.14 荷重 P-スパン中央部変位δc 関係（J1082-1～6） 
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